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学校長より（ＰＴＡ総会によせて） 

花火大会へのお誘い 

松山（株）様 新入社員研修 

 ９月３日（雨天の場合は９月６日）寄宿
舎では恒例の花火大会が行われ、十数
発の花火が千曲川の堤防から打ち上
げられます。規模は小さいのですが、頭
の上ではじける花火は迫力満点、耳と
いうより全身で花火を感じられます。 

 ３０年近く前、寄宿舎の職員と「上小航
跡の会」の小川さんが「信州青年の船」
に乗り合わせたことがきっかけで、それ
以来続いている花火大会です。地域に
は、乳幼児や、ご高齢の方のいらっしゃ
るお家もあり、ご迷惑をおかけいたしま
すが、どうかお許しください。また、ぜひ
学校に足をお運びになり、 
子どもたちと一緒にお楽し 
みください。なお、寄宿舎 
南の舎庭でご観覧くださ 
い。また、お車は食堂北 
側の駐車場をご利用くだ 
さい。 
  

 松山株式会社様は、以前から本校との結びつきがとても
深い企業様です。物流センターが近くにあるということで、
毎年何人もの高等部生徒が現場実習をさせていただいて
おり、実習をした卒業生が毎年何人も就職させていただい
ております。また、現場実習期間中には資材を学校に搬入
し、資材センターと同様の仕事が、校内でできるようにして
いただき、多くの生徒が実習をさせていただいております。 
  松山（株）様は、実習や卒業生を受け入れてくださるばか

りではありません。新入社員の皆さんが本校高等部の生徒
と丸１日過ごすという、県内、他に例のない研修をしてくだ
さっています。実習が始まる前に本校のこと、生徒のこと、
学習や活動のことをよく知った上で実習を受け入れてくださ
るというわけです。ありがたいことです。 
  今年度は、５月２３日（水）に８名の新入社員の皆さんと２

名の指導係の方が、生徒に混じり作業等の活動をされまし
た。普段人にものを教える機会の少ない生徒ですが、この
日は自分たちが先輩。生徒の自己有用感を高める上でもよ
い取組です。 
 この取組はこれからの企業と学校の姿として県教育委員   
   会も関心があるようです。 

  

学力観の変化と学校行事 

 いろいろな報道で言われていることですが、学力観が変わってきました。 
 私たちが高校生や大学生だった頃は、学力というのは覚えれば点数がとれるという、どち
らかというと知識をはかるものだったように思います。でも、2020年度から小学校のカリ
キュラムが変わります。新しい教育課程になります。そこで大事にされているのは「主体的
で対話的な深い学び」。ただ覚えればいいわけじゃじゃない。その知識をどのように使うか、
どのように表現して相手に伝えていくか、そのことを大切にしています。 
 今までは教育課程が変わっても学校ってたいして変わらなかった。なぜか？ それは受験
制度が変わらなかったからです。どんなに文科省がカリキュラムを変えても、受験が旧態依
然として知識だけで点数をはかるものであれば、学校はどうしても受験対策をしなくてはい
けない。特に中学校、高校。そうすると知識偏重の教育課程過程にならざるをえなかった。
でも今度は、文科省がはっきり、大学の受験制度を変えると言っています。これからの受験
生は、ただ覚えた知識を右から左へ移すだけでは合格できない。県教委も、高校入試の制度
を変えると言っています。ホームページに出ていますのでご覧ください。パブリックコメン
トを求めているので、もし意見がある人は県教委に伝えてもらえばいいと思います。順調に
いけば、今の中学1年生から高校入試の制度が変わります。ということは、現在小学生のお子
さん達は、みんな新しい制度での高校入試になります。小学校で今までと同じような授業を
していては駄目なんです。 
 そういうことを考えていくと、授業に使う時間はものすごく大事になってきます。しかし、
夏休みは長くしなければならない。総合的の学習の時間は削らない。外国語活動が入ってく
る。カリキュラムの時数は増えたのに登校日数は減らさなければならない。長野県は学校行
事をとても大事にしています。他の都道府県では音楽会も運動会もやらないというところも
あるんですよ、長野県はバッチリ練習してバッチリ発表、それが当たり前になっている。で
も、そういう時代ではなくなってくるということを保護者の皆様にも理解していただき、学
校行事についても昨年度末提案したような形で、だんだんと削れるものは削りながらやって
いきますので。ぜひ、ご理解いただいてご協力いただけたらありがたいと思っております。 

たねぷろじぇくと「苗木の見送り式」 

 「たねぷろじぇと（被災地里山救済・地域性
苗木生産・植栽プロジェクト）」は長野大学の
高橋先生が中心になって行っている東日本大震
災復興のための活動。その活動に本校も参加し
ています。 
 被災地で採集したドングリを本校で約３年育
て、被災地に戻して植栽します。５月１３日
（月）は、その苗が被災地に向けて出発する日。
児童は育ててきたコナラの苗を、愛おしそうに
学生に手渡しました。５年生の４名が植栽に同
行します。 
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 ６月の主な行事予定 
 １日（土） 運動会 
 ３日（月） 振替休日 
 ４日（火） 田植え（５年） 
         地域探検（３年） 
 ７日（金） プール掃除（～１４日） 
１１日（火） 不審者対応訓練 
        引き渡し訓練 
１３日（木） 支会特支学級交流  
  

１４日（金） 創造館学習（６年） 
         地域探検（３年） 
１７日（月） なかよし週間（～２１日） 
        歯の健康週間（ 〃 ） 
２２日（土） たつの子祭り 
２４日（月） スイッチ切ろう週間（～２８日） 
        校外学習（４年） 
２５日（火） ５年宿泊学習（～２６日） 

みどりの少年団発足式 
 ５月９日（木）、「みどりの少年団」
発足式が行われ、いよいよ活動がはじま
りました。 
 隊長は児童会長、班長は環境委員長が
つとめます。また、当日は環境副委員長
が式を進行してくれました。 
 上田地域でこの活動に参加しているの
は、本校を含めて５校とのこと。自然豊
かな本校だからこそできる活動。「自然
と仲よしになろう」「自然を大切にして
いこう」の目的を忘れずに楽しく活動し
ていきます。 

シイタケ コマ打ち 

 「みどりの少年団」として、本校ではシイ
タケを栽培しています。コマ（種菌）打ちを
するのは４年生。ご指導いただいたのは、西
前山の宮澤さん、上小森林組合、上小地方事
務所林務課、市役所の皆さんです。 
 電動ドリルでの穴あけ、金槌でのコマ打ち、
ケガをすることなく、用意された１００本の
原木にコマが打ち込まれました。 

ヨモギ回収 
 ５月１３日（月）の朝、体育館はヨモギのさ
わやかな香りでいっぱいになりました。本校で
は毎年、代表委員が中心となり、ヨモギを集め、
業者さんに購入していただいています。得たお
金は、一年生の校章を買うなど児童会活動に使
われます。 
 集めたヨモギを広げてみると、本校の体育館
１／４ほどになりました。 
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